
富

貴

寺

大

堂

壁

画

調

査

概

要

藤
原
時
代
の
モ
ニ
ユ
メ
ン
ト
と
し
て
著
名
な、
大
分
県
国
東
半
μ
の
出
立
大
賞一

〔
政
l
）

の
壁
画
に
つ
い
て
は、

す
で
に
完
附
し
た
調
査
報
告
も
刊
行
さ
れ
て
い
る
が、

Humm
年
度
の
わ
れ
わ
れ
の
調
査
に
お
い
て
も、
な
お
補
足
す
べ
き
二、
三
の
知
見

と
資
料
を
う
る
こ
と
が
で
き
た
の
で、
そ
の
概
要
を
報
告
す
る。

一
つ
は、
内
陣
小
壁
の
揃
法
に
関
す
る
も
の
で
あ
る。
小
壁
に
は
東・
西
面
ロ

体、
南・
北
問
問
体
づ
っ
計
印
躯
の
坐
像
の
如
来
を
拙
い
て
い
る
が、
印
躯
の
仙聞

は、
た
と
え
ば
衣
や
遮
弁
を
朱
と
魁
の
揃
紘
で
柿
き
わ
け
た、
2
範
の
色
彩
緋
成

を
以
て
交
互
さ
せ、
阿
国
容
の
く
り
か
え
し
の
中
で、
多
彩
な
印
象
を
つ
く
る
よ

う
に
留
意
し
て
い
る
（
口
絵）
。
そ
の
像
は、
ま
さ
に
型
で
お
し
た
よ
う
に、
総

一
品Mm
－m
m
の
法
品
と
形
態
を
等
し
く
し
て
い
る
の
だ
が、
わ
れ
わ
れ
の
観
察
で
は、

四
壁
各
而
の
数
体
に
お
い
て、
如
来
形
の
体
瓶、
玖
光、
流
翠
座
に、
や
や
鈍
く
山

状
を
な
す
約。・ω
剛
帽
の
線
条
の
存
在
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
た。
そ
の
綿
糸
は、

彩
色
剥
落
後
の、
い
わ
ゆ
る
絵
具
や
け
の
輸
・副
と一
致
し、
型
に
よ
る
下
絵
の
線

で
あ
る
こ
と
が
十
分
に
推
察
さ
れ
た。
と
く
に
北
壁
の
中
央
・部
3
体
に
お
い
て
は、

こ
の
下
絵
線
が、
輪
郭
の
み
な
ら
ず、
眉
目、
衣
樹
線
に
も
施
さ
れ
て
い
る。
し

た
が
っ
て、
こ
こ
で
使
用
さ
れ
た
型
は、
単
に
輪
郭
だ
け
を
描
く
平
板
な
下
絵
の

型
で
は
な
く、
制
部
を
揃
レ
た
絵
様
を
な
す
も
の
で
あ
り、
推
測
を
加
え
る
な
ら

ば、
捻
紙
的
な
も
の
の
使
用
が
あ
っ
た
と
想
像
す
る
こ
と
は
で
き
る。
捻
紙
の
使

んω

立
寺
大
笠
間制点
臨
調
査

焼加古

美

術

工

芸

研

究

室

用
は、
す
で
に
法
隆
寺
金
堂・
五
重
塔
の
壁
画
に
つ
い
て、
同一
図
形
の
使
用
と

世
間
に
み
え
る
切
こ
み
紋
の
残
存
と
か
ら
推
測
さ
れ
て
い
る。
但
し
そ
れ
は
漆
喰

壁
の
場
合
で
あ
る。
板
壁
絵
で
は
顕
著
な
例
を
み
な
い
が、
凹
仙紙
状
を
な
す
下
絵

線
は、
例
え
ば
室
生
寺
金
堂
に
み
ら
れ、
醍
剛
・寺
五
重
塔
に
も
そ
の
存
在
が
報
告

（
政
2
）

さ
れ、
と
く
に
後
者
で
は
焼
筆
の
使
用
が
推
測
さ
れ
て
い
る
が、
図
形
の
完
成
度

は
低
い。
図
形
の
完
成
さ
れ
た
捻
紙
下
絵
の
作
例
と
し
て
は、
建
暦
二
年（］
M
】

M）

以
前
の
制
作
で
あ
る
旧
浄
瑠
璃
寺
吉
祥
天
間
子
扉
絵
が
あ
げ
ら
れ
る。
一
方、
同

一
図
形
の
反
復
と
い
う
点
で
は、
正
倉
院
中
倉
の
造
花
綴
（
版
画
宝
相
華
文
関）
が

想
起
さ
れ
る。
そ
れ
は、
多
数
の
同一
図
形
を
く
り
か
え
す

支輪
板
装
飾
に
お
い

て、
捻
紙
的
下
絵
と
な
り
う
る
こ
と
は
想
像
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る。
こ
の
よ
う
に

み
て
く
る
と、
図
と
し
て
も
完
成
度
の
高
い
内
陣
小
壁
の
下
絵
の
場
合
は、
板
絵

の
下
絵
技
法
を
考
え
る
上
で、
き
わ
め
て
示
唆
に
白
む
作
例
と
い
え
る。

第
二
は、
来
迎
壁
の
X
線
透
視
船
影
に
も
と
づ
く
知
見
で
あ
る。
ソ
フ
テ
ッ
ク

ス
E
形
使
用、
】日
間
〈
・
∞
互
〉
・
ω
O
凹

2・
距
麟∞ans・
板
厚
N
U＝S
7
フ
ジ
穴

×
フ
ィ
ル
ム。
来
迎
壁
は
全
面
に
わ
た
り、
顔
料
の
剥
滋
が
み
ら
れ
る
が、
白
土

下
塗
の
上
に、
朱・
緑・
白・
金
箔
な
ど
の
顔
料
が
残
っ
て
い
る
倒
処
も
あ
る。

そ
の
う
ち、
矢
筈
に
矧
い
だ
板
面
の
上
よ
り
第
5
板、
左
右
両
端
の、
五
菩
薩
が

合
等
し
て
坐
る
重
屈
の
楼
閣
で
は、
柱・
長
押・
樫
に
朱
と
思
わ
れ
る
赤
色
顔
料、

11 
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楼
の
勾
側
に
白
色
削
料
を
と
ど
め
て
い
る
（
m
l
凶
A
〉

。

そ
の
白
色
敵
料
は

、

下

塗
の
白
土
と
比
し
て 、

や
や
級
衝
で
光
沢
を
も
っ
て
い
る
が 、

は
た
し
て
X
線
阪

彬
の
結
果
は 、

下
塗
の
白
土
と
こ
と
な
り
X
線
を
吸
収
し
て
い
る 。

X
線
写
真
で

勾
側
の
部
分
が
川市
く
み
え
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
（
第
1
凶
B
）
。

こ
の
白
色
顔
料
が

鉛
自
で
あ
る
こ
と
は 、

十
分
に
考
え
ら
れ
る 。

絞
壁
絵
に
使
用
さ
れ
た
鉛
白
は 、

（
ぷ
3
）

例
え
ば
限
醐
守
五
重
溶
の
例
も
あ
げ
ら
れ 、

な
い
わ
け
で
は
な
い
が 、

山
首
寺
の 12.Ti:大堂後盛部分

12 

A 図 X線写真

第1図A

第1 �！B 

よ
う
に
山
聞
の
小
堂
で 、

画
態
も
比
較
的
問
紫
な
壁
面
に
使
用
さ
れ
て
い
る
点
は

桂
目
し
て
お
い
て
よ
い
こ
と
で
あ
ろ
う 。

第
三
は 、

外
陣
北
町
小
壁
に
関
す
る
資
料
で
あ
る 。

外
陣
の
長
押
上
小
壁
は 、

北
面
で
は

立
∞
佃
の
長
さ
を
も
つ
が 、

東
・

四
・

南
而
が
い
ま
も
全
面
の
板
面
を

と
ど
め
て
い
る
の
に
た
い
し
北
而
に
つ
い
て
は
現

在
の
堂
に
は
わ
ず
か
に
M
H

N

佃

長
の
中
尊
の
部
分
を
の
こ
す
の
み
で 、

余
は
新
材
で
補
っ
て
い
る 。

北
壁
に
は
四
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Alχl m分

ト刀
凶
仏
の
う
ち 、

北
方
弥
肋
仏
と
諸
谷
屈
を

附
く
と
般
定
さ
れ
て
い
る
が 、

主
に
現
存
す

る
も
の
の
他
に
は 、

訟
永

｛奈川
政
の
約
1
m

市十
紅
の
北
山間七
京
端
に
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る

（
政
4
）

断
片
が
報
告
さ
れ
て
い
る
の
に
す
ぎ
な
い 。

第21豆l B 

全
体
の
九
そ
半
分
は 、

欠
失
の
状
態
に
あ
る

’M
汎
オザ
大
並
壁
画
調
査
概
要

わ
け
で
あ
る

b

今
度 、

わ
れ
わ
れ
が
岐
し
え
た
の
は 、

上
辺】町
一
日
・

下
辺
gu・
。

師 、

仰
は
向
右
端
匂・
吋
・

左
端ω。・
印
ω
の 、

や
や
不
控
形
な 、

全
体
の
弘
弱
に
当

る
部
分
で 、

山広
後し
品
川
市
の
某
旧
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
（
第
2
凶

A
Y
板
耐
の
%
は 、

処
々
に
白
土
地
を
伐
す
ほ
か
は 、

阪
料
も
ほ
と
ん
ど
剥
務
し

ア
ラ
ビ
ヤ
数
字
の
務
占
が
み
え
る
現
状
で
あ
る 。

し
か
も
残
さ
れ
た
向
右
端
の
部

分
に
も
か
な
り
の
汚
仰
が
あ
り 、
一

躯
の
立
像
を
の
ぞ
い
て
は
像
容
は
は
っ
き
り

し
な
い 。

そ
の
点 、

図
像
学
的
に
若
干
の
川
辺
を
の
こ
す 、

北
川弘
の
鮮
明
に
直
接

的
に
は
資
し
え
な
い
の
は
泣
憾
で
あ
る 。

立
像
は
婦
女
像
で 、

鰭
柚
の
そ
の
姿
態

は 、

訟
永
家
政
の
そ
れ
と
類
似
し
て
い
る 。

画
風
も
ま
た 、

主
に
現
存
の
板
而 、

必
永
家
政
の
断
片
と
同
一
と
み
て
よ
い（
第
2
凶
B） 。

板
面
の
端
の
朽
唄
を
み
る
と

お
そ
ら
く
北
耐
西川
酬
の
部
を
し
め
た
部
材
と
想
像
さ
れ
る 。

以
上
の
よ
う
な
所
見
は 、

制
作
の
実
年
代
や
椛
恕
な
ど 、

な
お
聞
き
ら
か
で
な

い
諸
点
の
解
決
に 、

直
接
的
に
資
す
る
も
の
で
は
な
い
が 、

画
技
上
の
知
見
は
制

約
の
背ν肌
に
つ
い
て 、

若
干
示
唆
す
る
処
も
あ
る 。

後
壁
に
簡
単
な
矢
筈
矧
ぎ
の

桃
造
を
と
り 、

板
絵
全
体
の
白
土
下
地
を
施
す
の
み
で
あ
り 、

と
く
に
外
陣
東
凶

壁
は
比
較
的
簡
略
な
画
風
を
み
る
に
も
か
か
わ
ら
ず 、

四
天
柱
や
外
陣
陶
壁
に
仏

画
の
伝
統
的
州
法
を
見

前
述
の
よ
う
に
後
抵
に
鉛
自
を
使
用
し 、

内
陣
小
壁
に

は
捻
紙
の
使
用
を
予
想
さ
せ
る
よ
う
な
型
的
き
の
技
法
な
ど
も
用
い
て
い
る 。

そ

う
し
た
点 、

天
台
六
郷
満
山
の
活
動
を
考
出
に
い
れ
る
と 、

こ
の
壁
画
の
制
作
に

つ
い
て
専
門
的
絵
仏
師
の
存
在
を
糾
像
す
る
こ
と
は 、

可
能
ヤ
あ
ろ
う 。

（
平

回

'f::i J】

.___, 

1,H 
,\L'. 

こ
の
調
査
に
つ
い
て
は 、

一M
m
ユ
ネ
ス
コ
協
会 、
九
州
大
学
文
学
部
よ
り
多
く
の

支
段
を
う
け
る
こ
と
が
で
き
た 。

〈
げ
一久
へ
絞
く）
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